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令和５年度 町政の執行方針 

令和５年定例第２回町議会の開会にあたり、諸議案の審議

に先立ちまして、今後４年間の町政執行にあたっての私の所

信と、今議会で提案させていただきます補正予算についての

考え方をご説明申し上げます。 

□はじめに 

今年４月の町長選挙において、町民の皆さまの負託を受け､

新たに町政運営の重責を担わせていただくこととなりました｡ 

これから４年間、大樹の未来を見据えて、世代、立場や価

値観を超えて「対話によるまちづくり」を念頭に、町民一人

ひとりの創造力と行動力を結集し、心豊かで活力あるまちづ

くりが進められるよう、職員と共に一丸となって取り組んで

まいる所存でありますので、議員各位並びに町民の皆さまの

ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

□基本認識 

日本経済は、ロシアによるウクライナ侵攻に端を発した国

際情勢の不安定化により、エネルギーや食料品などの物価高

騰や資材等の不足などが発生し、国民生活にまで大きな影響
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を及ぼしております。 

また、引き続く少子高齢化、人手不足や社会資本・インフ

ラの老朽化、多発する大規模災害への対応など、課題も山積

しております。 

一方で新型コロナウィルス感染症の感染症法上の位置付け

が５類感染症に変更されるなど、社会経済活動は、コロナ禍

前に戻りつつあります。 

このような中で、当町においては、雪印メグミルク大樹工

場の拡張や宇宙のまちづくりなど、これまでの取組みが結実

し、ここ数年間は、人口の減少が鈍化し、昨年は２３年ぶり

に、前年の人口を上回り、町内では、個人住宅、マンション

等の建設が相次いでいる他、新たに起業し町内で出店するケ

ースも増えつつあります。 

一方で、分譲宅地や企業の立地、規模拡大を図るための用

地が不足している傾向が見て取れるようになってきました。 

この兆しを好機と捉え、立ち止まらず大樹を前へ進めるた

め、次のとおり取組みを進めてまいります。 

 

- 2 -



□基本目標１ 人と自然にやさしいまちづくり 

自然環境と調和した生活空間の確保と、快適で潤いのある

生活環境の整備を図り、だれもが住みやすさを実感できるま

ちづくりを進めてまいります。 

安全、安心な通学路の整備を進めるとともに、橋梁や公営

住宅、上下水道などの社会資本の整備と長寿命化など、住み

よい都市基盤の充実を図ってまいります。 

まちの将来像の明確化・共有化をはかり、土地利用の拡大､

こどもが遊べる公園の整備などを念頭に、都市計画マスター

プランを改定してまいります。 

住生活基本計画と空家等対策計画に基づき、住宅施策を総

合的・体系的に推進するとともに、定住や移住の受皿となる

よう、新たな分譲宅地の整備を進めてまいります。 

高齢者など交通弱者の通院や買物支援、社会参加の機会拡

大が図られるよう、コミュニティバス「コスモ」の利便性を

高めてまいります。 

２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す「ゼロ

カーボンシティ」宣言を踏まえ、地球環境に配慮した持続可
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能なまちづくりに取り組むとともに、エネルギーの自給・地

域循環を促進するため、バイオマスなどの地域資源を活用し

た再生可能エネルギー導入に向けた取組みを進めてまいりま

す。 

光ケーブルによる高速通信網の整備が完了したことから、

今後、スマート農業の普及促進、テレワークによる移住促進

など、地域のデジタルトランスフォーメーション構築につな

げてまいります。 

大規模地震・津波などの自然災害に備え、避難施設や避難

路の整備など、災害対策の強化を図ってまいります。 

 

□基本目標２ 安心と支えあいのまちづくり 

医療や福祉、介護、保健体制の一層の充実を図るとともに､

すべての世代の方々が、世代や価値観を超えて、ともに支え

合い、生き生きと暮らせるまちづくりを進めてまいります。 

大樹で安心して子育てができるよう、不妊治療の支援、妊

産婦への支援事業、乳幼児健診や保健指導の実施、保育サー
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ビス・学童保育の充実など、切れ目ない支援を行ってまいり

ます。 

生活習慣病の発症・重症化予防を重点課題に掲げ、各種健

診・保健事業を推進し、健康寿命の延伸を図ってまいります｡ 

一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、社

会福祉協議会や老人クラブなど、関係する団体との連携を図

り、互いに支え合う重層的な福祉サービスの充実に努めてま

いります。 

障がい福祉サービスの相談支援や切れ目のないマネジメン

ト体制の充実に努めるとともに、障がいへの理解と交流の推

進を図ってまいります。 

地域医療の中核を担う町立病院につきましては、感染症の

流行に対応した発熱外来の開設や医療従事者の確保等による

診療体制の充実を図りながら、町民の皆さまが身近な病院で

安心して医療を受けられるよう、医療サービスの向上を図っ

てまいります。 
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□基本目標３ 夢を育み学びの意欲を高めるまちづくり 

地域を支え挑戦する人を育む学習環境の整備を推進してま

いります。 

大樹町総合教育会議などを通じて、教育委員会との連携強

化を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有するととも

に、町民の皆さまの声を反映した教育行政を推進してまいり

ます。 

大樹高等学校の令和６年度普通科新学科設置を好機ととら

え、大樹高等学校との連携を密に図り、「大樹で学びたい､学

ばせたい」と思われるよう、学校の魅力を高める取組みを支

援してまいります。 

新たに完成した町民プールを核としたスポーツ教室の充実

など、楽しく学ぶ環境の整備を推進してまいります。 

町の知の拠点、学びの場など図書館のあり方の協議を進め、

改築を含めた結論が早期に示せるよう取り組んでまいります。 

 

 

- 6 -



□基本目標４ 資源を豊かさにつなげるまちづくり 

地域経済を支える農林水産業の育成と振興につきましては､

生産基盤の整備や生産性向上、資源の維持・確保に向けた取

組みを進めてまいります。 

公共事業等による飼料基盤の整備、農業者が自ら実施する

小規模土地改良事業などの取組みを支援します。 

多面的機能支払交付金などの日本型直接支払制度により、

地域の共同活動や農業生産活動の継続、環境に配慮した取組

みへの支援を通じて、農業・農村の多面的機能の維持・発揮

を図ります。 

鳥獣による農林被害の防止のための取組みを進めます。 

新たな森林・林業基本計画が掲げる「グリーン成長」の実

現、カーボンニュートラルへの貢献など、森林・林業の多面

的機能の維持・発揮を図るため、森林整備を進めます。 

漁港施設の老朽化対策など、漁業生産基盤の整備を進める

とともに、生産者や漁業協同組合が行う資源管理や試験養殖､

水産加工施設整備、経営改善等への取組みを支援してまいり

ます。 
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商工業につきましては、住民の暮らしや地域の雇用を支え

る大きな役割を担っていますが、高齢化や後継者不足などに

より厳しい環境に置かれています。 

起業家支援事業などにより、空き店舗活用や魅力ある商店

街づくり、地場産品の高度利用、新製品の開発、販路の拡大

など、産業と雇用の裾野を拡げ、町の魅力を高めるチャレン

ジを支援してまいります。 

観光協会と連携を図りながら本町の魅力や特色のある地域

資源を有効に活用していくとともに、道の駅の魅力向上に向

けて協議会を設置し、対策を検討いたします。 

また、ナショナルサイクルルートに指定された「トカプチ

400」の活用や日高山脈襟裳国定公園の国立公園化を見据え、

観光客誘致に取り組んでまいります。 

ふるさと納税は、町の特産品のＰＲを図る絶好の機会でも

あり、返礼品事業者の拡充や魅力ある返礼品を積極的に開拓

し、地域経済の活性化につなげてまいります。 

 

 

- 8 -



□基本目標５ 交流と協働で進めるまちづくり 

第５期総合計画が最終年となりますので、昨年に引き続き､

これまで町民の皆さまからいただいた貴重な意見をしっかり

反映させて、第６期総合計画の策定に取り組んでまいります｡ 

地域や団体との懇談会を定例化するとともに、町民各層と

本町の将来像を描く「たいき未来共創会議」を設置し、対話

によるまちづくりを進めてまいります。 

姉妹都市相馬市や友好都市群馬県吉岡町、国内７市町で構

成する銀河連邦、災害協定締結都市栃木県大田原市、友好交

流都市台湾高雄市大樹區など、今まで培ってきた人や地域と

の信頼と友好を一層深めてまいります。 

航空宇宙の取組みにつきましては、昨年度着工しました北

海道スペースポートの第１期整備事業を確実に進め、新たな

航空宇宙関連実験の誘致、ロケット打ち上げ事業者、人工衛

星製造事業者など、宇宙関連の企業誘致を図るとともに、町

内企業のインターステラテクノロジズ株式会社、スペースコ

タン株式会社とともに取り組んでまいります。 

北海道宇宙サミットなどの開催により、北海道における宇
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宙利用開発の展開、当町の優位性や宇宙のまちづくりを、広

くＰＲしてまいります。 

北海道スペースポートの整備を含めた宇宙のまちづくり推

進事業について、町民の皆さまに、より深く知っていただけ

るよう、ＨＯＳＰＯ見学ツアーや講演会の開催、広報活動な

どに積極的に取り組んでまいります。 

地域プロジェクトマネージャー、地域活性化起業人制度を

活用し、都市圏・道央圏における企業版ふるさと納税による

寄附の推進、既存の観光素材と宇宙を利用した新たな観光商

品の企画開発、地域おこし協力隊を町内民間事業者へ派遣し､

活用していただく人材支援に取り組んでまいります。 

行財政改革を推進し、計画的な公共施設の建設や維持補修

に努め、健全な財政運営を維持してまいります。 
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□政策的予算の主なものについて 

次に、補正予算の主な内容について、私の選挙公約に沿っ

て、ご説明させていただきます。 

 

１ 安全・安心で、快適な暮らしの実現            

エネルギー・食料品価格等の物価高騰を踏まえ、生活者へ

の影響緩和、地域における消費の喚起・下支えを目的とする

プレミアム付商品券発行事業を実施します。 

 

２ 子育て支援とふれあい交流の拡大            

こどもが遊べる公園の整備を念頭に、都市公園の再編成、

配置等の検討と計画的な整備を目的に、みどりの基本計画を

策定します。 

本年１０月から高校生まで医療費助成を拡大し、保護者の

経済的負担の軽減を図ります。 

少子化対策の一環として、不妊治療にかかる経済的負担を

軽減するため、今年度から費用の一部を支援します。 
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 本年１０月から、多子世帯における２人目以降の学校給食

負担金の半額を助成し、保護者の経済的負担の軽減を図りま

す。 

 

３ 農林水産業の振興                   

生産資材の高騰や生乳の生産調整など、特に酪農畜産にと

って厳しい状況が続いていることから、築き上げてきた生産

基盤を損なうことのないよう、性判別精液を利用した乳用後

継牛の確保や黒毛和種の優良繁殖牛の域内保留に向けた取組

みを支援します。 

森林環境譲与税を活用し、高性能林業機械の導入や木材加

工施設の改修に要する経費を支援します。 

一昨年の赤潮により被害を受けた漁場環境の回復に向けた

活動や、漁業者や漁業団体が行う水産資源の試験養殖に要す

る経費を支援します。 

 

４ 新たなチャレンジへの支援               

空家対策総合支援事業を創設し、空家の解体工事に対する
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補助金を通じて、危険空家の解消に取組みます。 

 

５ 住民対話と広聴の充実                 

地域協力活動の担い手となる地域おこし協力隊について、

今年度新設した民間事業者等への研修派遣を含め、５名程度

の増員を予定しております。 

 

６ 行政の利便性向上                   

行政のデジタルトランスフォーメーションの推進を図り、

令和６年度から、住民税・国民健康保険税のＱＲコード対応

による電子納付、上下水道料金のコンビニ収納の実施に向け

た予算を計上しております。 

 

７ 航空宇宙開発への貢献                 

宇宙のまちづくりに、賛同いただきました企業の方々から

の企業版ふるさと納税について、歳入を計上するとともに、

納税の目的に応じて、歳出では、航空宇宙産業集積促進事業

補助金を計上しております。 
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８ 人を呼び込む                     

重要な観光施設である晩成温泉の宿泊施設「晩成の宿」の

長寿命化を図るため、屋根や外壁塗装など施設改修をいたし

ます。 

 

以上、令和５年度の町政運営を進めるにあたっての執行方

針を述べさせていただきました。 

次世代を担う子どもたちが希望を抱き、各世代の町民の皆

さまが大樹に住み続けたいと感じるなど、未来につながるま

ちづくりを町民の先頭にたって進めていく所存でありますの

で、議員各位並びに町民の皆さまのご理解とご協力を賜りま

すよう、重ねてお願い申し上げ、令和５年度の行政執行方針

といたします。 
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